
講演要旨原稿作成要領

1. 次ページ以降の記入例を参考にしてください。

2. 日本語（2ページ）または英文（2ページ）のいずれかでA4サイズ用紙にまとめてください（奇数ページは不可）。

3. タイトルは大きめの活字（12ポイント程度、和文はゴシック体、英文はTimes New Roman）を用いてセンタリングしてください。
4. 研究者氏名、所属はセンタリングしてください。発表者には○印を付けてください。会員・非会員を区別するために非会員については明記してください。その下に英文で氏名、所属を記入して、和文発表者所属番号と対応させてください。
5. 書式は2段組、22字×42行／頁。上部25mm、下部35mm、左端および右端20mmの余白をとり、本文の文字は10.5ポイント程度の活字（和文は明朝体、英文はTimes New Roman）を用いて作成してください。脚注を使用せず、原稿にはページ番号は入れないでください。
6. 和文原稿の場合も、Abstract、図・表・写真のキャプション、記号表は英語で書いてください。

7. 原稿はPDFファイルにして入稿してください。
8. ファイル名は投稿者名としてください。




室内環境学会学術大会（和文タイトル）

Annual Meeting of the Society of Indoor Environment, Japan（英文タイトル）

○室内太郎（会員）1)、室内次郎（非会員）2)
1) 室内環境大学、2) 室内大学
○Taro SHITSUNAI 1), Jiro SHITSUNAI 2)
1) University of Indoor Environment, 2) University of Shitsunai

Abstract: 2026 Annual Meeting of the Society of Indoor Environment will be held in Sendai. （英文抄録：150 words以内で記載してください）

キーワード：室内、環境、分析、シミュレーション（3～5個　英文での記載でも構いません）


１．緒言
研究の背景などを書いてください。なお、本例の章立ては一例であり、必ずしもこの通りでなくて構いません。

２．方法
実験方法、研究対象、解析方法などを書いてください。




















３．結果
　得られた結果を記載してください。図表もファイルサイズに気をつけて作成、あるいは貼り付けてください。段組の枠の中に入りきらない場合は、段組を越えて作成してもらっても構いません。
　和文原稿の場合も、Abstract、図・表・写真のキャプション、記号表、文献は英語で書いてください。
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